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「何ごとの おわしますかは 知らねども かたじけなさに 涙こぼるる」
西行は，伊勢の神宮に，窺い知ることのできない尊いものを感じ，涙を流し
ました．
21世紀の現代においても，西行と似たような感覚と覚える人は少なくありま
せん．
天に向かい真直ぐに伸びる千古の杉，参道を歩く，ただそれだけで心や体が
清められていく，そう感じるのは日本人に限ったことではないようです．
世界的に知られたイギリスの歴史学者，アーノルド・Ｊ・トインビー博士
（1889∼1975）は，伊勢の神宮を訪れ，あらゆる宗教の根底に流れる聖なるも
のを感じ，神前に額づきました．
世界には，古代に栄えた聖地が数多くありますが，残念ながら，現在，廃墟
と化した遺跡も少なくありません．しかし，伊勢の神宮は，今からおよそ2000
年前の御鎮座以来，絶えることなく，人々の祈りが捧げられてきました．
実りの秋，神宮の１年の祭典の中で最も神聖で大切なお祭りが始まりまし
た．神嘗祭です．神宮はこのお祭りを中心に１年が営まれています．
神嘗祭は秋に初穂を捧げて，天照大神に感謝するお祭りで，御鎮座以来，
2000年間続けられています．初穂には稲の魂，稲魂（いなだま）が宿ると考え
られています．神々に感謝の印として神嘗祭では新穀が捧げられます．そして
御神威の一層の高まりを祈るのです．
日本人は神々との深いつながりの中で生きてきました．皆さんは伊勢の神宮
に何を感じるでしょうか．
（タイトル「伊勢の神宮」が映されたところで，ＤＶＤ終わり）
如何でありましたでしょうか．只今，伊勢神宮は，来年（平成25年（2013））
秋の式
しき
年
ねん
遷
せん
宮
ぐう
を控えて，正殿の隣の御敷地に既に新しい正殿が立ち上がり，
順々にほかの別宮などの新しいお社
やしろ
が建てられているとことです．このよう
な形で二千年以上の昔から祈りがそのままの姿で続けられていることは，この
国が寄跡の国であることの証拠ではないでしょうか．
日本は世界の宝であるのでして，その国に生まれたこの「茶の湯」というも
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のは，あらゆる民族，あらゆる宗教のあらゆる国家の人々に，和みと敬いと清
らかさと静けさを与える尊い「道」であります．
千玄室大宗匠も「私の履歴書」で次のように述べていらっしゃいます．
「お茶の世界は不立文字である．言葉ではいくら説明しても伝えられないものがあ
る．それを承知で私が言葉を費やすのも，真の茶道の相（すがた）を布教したいが
ためである．（中略） 国際化時代といわれながら，あちこちで衝突を繰り返して
いる日本だが，日本という国を他の国より素晴らしいと思うなら，その素晴らしい
内容をもっとつくりあげていかねばならない．真実のお茶の心を知っていただくた
めにも，お茶を見直してと申し上げるのである．」（昭和63年刊）
皆さまもまた，｢茶の湯｣を通じての，世界の平和をつくる文化大使としての
使命を，どうか，より一層大きな心で果たしていただきたいと祈る次第でござ
います．
また，この国の文化の源に大和の神々のいらっしゃること，大和の神々が見
守っていらっしゃることをお考えいただきながら，茶の湯に励んでいただくな
らば，一層また御神徳の御加護によりまして，よきお茶事ができるのではない
かと思います．
皆さまと共に，日本人として，サムライ日本人として，「茶の湯」の意義を
また新たにしていただき，この使命を世界に果たしていきたいと存じます．
わたしも，大和の神々の御神徳にかなった茶室の研究者・設計者として，こ
れからも本当によい茶室をよく学び，よく語り，そしてよく作ってゆき，この
国の文化全体の理解者，体現者となっていきたいと思っております．
それでは，拙い話ではございましたが，ますますの茶道の繁栄を共に祈って
いきたいと思います．ご清聴を誠にありがとうございました．
会場：（拍手）
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